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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 14,858 5.2 90 ― 251 ― 179 ―
25年3月期第2四半期 14,129 △3.3 △69 ― 4 △99.0 △110 ―

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 756百万円 （―％） 25年3月期第2四半期 △284百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 4.80 ―
25年3月期第2四半期 △2.97 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 35,245 13,126 35.2 333.05
25年3月期 34,227 12,378 34.1 313.34
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  12,419百万円 25年3月期  11,684百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年3月期 ― 0.00
26年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,100 19.7 650 ― 930 ― 630 ― 16.89



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対す
る四半期レビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 38,008,906 株 25年3月期 38,008,906 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 719,236 株 25年3月期 719,129 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 37,289,715 株 25年3月期2Q 37,290,318 株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日本銀行の金融緩和などを契機

とした円安・株高で着実に景況感の改善が見られるものの、実体経済への影響は限定的なものにとどま

っており、欧州景気の停滞や新興国経済の減速など、依然として景気の先行きには不透明な状況が続き

ました。 

化学業界におきましても、円安による原料価格の高止まりや新興国の景気低迷に加えて、国内では安

価な輸入品との競合激化など、厳しい事業環境のもとに推移いたしました。 

このような環境のなか、当社グループにおきましては、営業部門に新たに設置した「技術サービス製

品開発担当」スタッフによる積極的な顧客ニーズの探索強化に努めましたほか、原油・ナフサ価格の高

騰に伴う製品価格の是正にも精力的に取り組んでまいりました。また、海外事業の一環として、米国市

場での販路拡大を目的に、本年５月に「RiKAmerica Inc．」を子会社化し、グローバルでの販売・供給

体制の強化を図ってまいりました。 

しかしながら、長引く輸入品の流入や原料の高止まりに加えて、海外市況低迷などの影響を大きく受

けたことから、当社グループの売上高は148億５千８百万円（前年同四半期比5.2％増）となり、損益面

では、営業利益９千万円（前年同四半期は６千９百万円の営業損失）、経常利益２億５千１百万円（前

年同四半期は４百万円の経常利益）、四半期純利益１億７千９百万円（前年同四半期は１億１千万円の

四半期純損失）となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

油脂部門では、医薬分野向けグリセリンの販売は好調に推移したほか、ステアリン酸が金属石

鹸・安定剤向け販売で期後半から堅調な動きが見られましたが、一部の界面活性剤向けにおいて輸

入品への切り替えがありましたため、油脂製品部門としては、販売数量、売上高ともに減少いたし

ました。 

アルコール製品部門では、化粧品・トイレタリー分野向けは堅調に推移したものの、繊維油剤向

けの不飽和アルコールの販売が総じて低調に推移したため、アルコール製品部門全体としての販売

数量は増加したものの、売上高は減少いたしました。 

以上の結果、油脂製品セグメントの当第２四半期連結累計期間の売上高は45億５千７百万円（前

年同四半期比2.0％減）、セグメント損失は１億１百万円（前年同四半期は１億３千６百万円のセ

グメント損失）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

油脂製品セグメント
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化成品部門では、可塑剤は住宅の着工件数は増加しているものの、主用途の壁紙・床材など内装

材関連の需要回復までには至っておらず、また、相次ぐ輸入品の流入により厳しい販売活動を強い

られました。 

機能製品部門の国内販売では、自動車関連向けは順調に推移したものの、電機関連業界では需要

低迷が継続し、ほぼ前年並みとなりました。一方、輸出販売では、欧州および中国で需要が低迷し

たほか、市場価格の低下により前年を大きく下回る結果となりました。 

樹脂添加剤は、国内販売では前年並みに留まりましたが、昨年後半より海外市場で拡販に成功し

たことにより販売数量、売上高ともに大幅に増加いたしました。 

以上の結果、石化製品セグメントの当第２四半期連結累計期間の売上高は89億５千３百万円（前

年同四半期比8.5％増）、セグメント利益は１億７千５百万円（前年同四半期比210.8％増）となり

ました。 

  

その他セグメントにおきましては、車両洗剤・業務用洗剤は好調に推移したものの、防錆剤・水

溶性切削油が前年を下回り低調な結果となりました。一方、商社部門では住宅関連業界向けおよび

自動車関連向け販売が概ね順調に推移いたしました。 

以上の結果、その他セグメントの当第２四半期連結累計期間の売上高は13億４千８百万円（前年

同四半期比9.9％増）、セグメント利益は１千８百万円（前年同四半期比127.7％増）となりまし

た。 

  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は前年度末比+3.0％、金額で10億１千８百万円増加し352億４

千５百万円となりました。 

流動資産につきましては、現金及び預金、たな卸資産などが増加したものの、前連結会計年度末が休

日であった影響などにより受取手形及び売掛金が減少したことから前年度末比△0.2％、金額で３千２

百万円減少の178億６千３百万円となりました。固定資産につきましては、有形固定資産、投資有価証

券が増加したことなどにより前年度末比+6.4％、金額で10億５千１百万円増加の173億８千２百万円と

なりました。 

流動負債につきましては、前連結会計年度末が休日であった影響などにより支払手形及び買掛金等が

減少したこと、社債の償還を行ったことなどにより前年度末比△10.9％、金額で14億４千２百万円減少

の117億６千６百万円となりました。固定負債につきましては、長期借入金の増加などにより前年度末

比+19.8％、金額で17億１千３百万円増加の103億５千３百万円となりました。 

純資産につきましては、四半期純利益を計上したこと、その他有価証券評価差額金が増加したことな

どにより前年度末比+6.0％、金額で７億４千７百万円増加の131億２千６百万円となりました。 

この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は35.2％となりました。 

  

石化製品セグメント

その他セグメント

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債および純資産の状況

- 3 -

新日本理化㈱（4406）平成26年３月期 第２四半期決算短信



  

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ、２億２千３百万円増加し、22億円となりました。 

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果、資金は２千２百万円増加（前年同四半期は５億３千５百万円増加）しました。これ

は主に、減価償却費４億４千２百万円、前連結会計年度末が金融機関の休日であったため期日現金払等

の決済が当第２四半期連結累計期間にずれたことによるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果、資金は11億１千４百万円減少（前年同四半期は４億９百万円減少）しました。これ

は主に、有形固定資産の取得による支出８億３千万円によるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果、資金は13億２千１百万円増加（前年同四半期は７億３千８百万円減少）しました。

これは主に、借入金の増加13億７千７百万円によるものであります。 

  

平成25年５月14日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

② キャッシュ・フローの状況

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,238 2,435

受取手形及び売掛金 10,871 10,309

商品及び製品 2,276 2,180

仕掛品 1,266 1,304

原材料及び貯蔵品 1,116 1,263

その他 129 371

貸倒引当金 △3 △2

流動資産合計 17,896 17,863

固定資産   

有形固定資産   

土地 3,464 3,463

その他（純額） 5,885 6,076

有形固定資産合計 9,349 9,540

無形固定資産 76 71

投資その他の資産   

投資有価証券 6,506 7,390

その他 401 381

貸倒引当金 △3 △1

投資その他の資産合計 6,904 7,770

固定資産合計 16,331 17,382

資産合計 34,227 35,245
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,633 5,998

短期借入金 1,660 2,041

1年内返済予定の長期借入金 2,397 1,909

1年内償還予定の社債 237 37

未払法人税等 45 51

賞与引当金 243 221

その他 1,991 1,505

流動負債合計 13,208 11,766

固定負債   

社債 114 295

長期借入金 5,001 6,485

退職給付引当金 1,924 1,874

役員退職慰労引当金 49 51

負ののれん 224 165

その他 1,325 1,480

固定負債合計 8,639 10,353

負債合計 21,848 22,119

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,660 5,660

資本剰余金 4,246 4,246

利益剰余金 1,841 2,020

自己株式 △170 △170

株主資本合計 11,578 11,757

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 779 1,099

為替換算調整勘定 △673 △437

その他の包括利益累計額合計 105 661

少数株主持分 694 706

純資産合計 12,378 13,126

負債純資産合計 34,227 35,245
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 14,129 14,858

売上原価 11,990 12,650

売上総利益 2,139 2,208

販売費及び一般管理費 2,208 2,117

営業利益又は営業損失（△） △69 90

営業外収益   

受取配当金 55 59

負ののれん償却額 59 59

持分法による投資利益 83 69

その他 15 56

営業外収益合計 213 243

営業外費用   

支払利息 68 66

為替差損 28 －

その他 42 15

営業外費用合計 139 82

経常利益 4 251

特別利益   

固定資産売却益 － 2

特別利益合計 － 2

特別損失   

固定資産除却損 20 9

投資有価証券評価損 24 －

その他 6 －

特別損失合計 50 9

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△46 245

法人税、住民税及び事業税 34 40

法人税等調整額 13 5

法人税等合計 47 45

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△93 199

少数株主利益 17 20

四半期純利益又は四半期純損失（△） △110 179

- 7 -

新日本理化㈱（4406）平成26年３月期 第２四半期決算短信



 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△93 199

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △228 320

為替換算調整勘定 △2 5

持分法適用会社に対する持分相当額 40 230

その他の包括利益合計 △190 556

四半期包括利益 △284 756

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △301 735

少数株主に係る四半期包括利益 16 20
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△46 245

減価償却費 444 442

負ののれん償却額 △59 △59

賞与引当金の増減額（△は減少） △1 △21

退職給付引当金の増減額（△は減少） △56 △49

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 2

受取利息及び受取配当金 △57 △61

支払利息 68 66

持分法による投資損益（△は益） △83 △69

固定資産除却損 20 9

固定資産売却損益（△は益） － △2

投資有価証券評価損益（△は益） 24 －

売上債権の増減額（△は増加） 739 562

たな卸資産の増減額（△は増加） 144 △89

仕入債務の増減額（△は減少） △397 △634

その他 △139 △267

小計 598 72

利息及び配当金の受取額 58 61

利息の支払額 △69 △74

法人税等の支払額 △51 △36

営業活動によるキャッシュ・フロー 535 22

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △1 30

有形固定資産の取得による支出 △438 △830

投資有価証券の取得による支出 △0 △72

関係会社株式の取得による支出 － △59

その他 30 △183

投資活動によるキャッシュ・フロー △409 △1,114

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 388 381

長期借入れによる収入 50 2,490

長期借入金の返済による支出 △915 △1,494

社債の発行による収入 － 196

社債の償還による支出 △18 △218

配当金の支払額 △183 △0

少数株主への配当金の支払額 △8 △8

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △50 △24

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △738 1,321

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △613 223

現金及び現金同等物の期首残高 2,283 1,977

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,670 2,200
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、業務用洗剤、油剤の製造販売事

業、化学製品ほかの仕入販売事業および保険代理事業を含んでおります。 

２  セグメント利益又は損失(△)の調整額２百万円は、セグメント間取引の消去であります。 

３  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、業務用洗剤、油剤の製造販売事

業、化学製品ほかの仕入販売事業および保険代理事業を含んでおります。 

２  セグメント利益又は損失(△)の調整額△１百万円は、セグメント間取引の消去であります。 

３  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連 
結損益計 
算書計上 
額(注)３油脂製品 石化製品 計

売上高

  外部顧客への売上高 4,650 8,252 12,903 1,226 14,129 ― 14,129

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

218 558 777 132 909 △909 ―

計 4,868 8,811 13,680 1,358 15,039 △909 14,129

セグメント利益又は
損失(△)

△136 56 △79 8 △71 2 △69

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連 
結損益計 
算書計上 
額(注)３油脂製品 石化製品 計

売上高

  外部顧客への売上高 4,557 8,953 13,510 1,348 14,858 ― 14,858

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

261 646 907 103 1,011 △1,011 ―

計 4,818 9,599 14,418 1,451 15,870 △1,011 14,858

セグメント利益又は
損失(△)

△101 175 73 18 92 △1 90
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